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Guitar Amp Classics（DSP 版）をご使用する際の注意点  

弊社製品をお買い上げいただきまして誠に有難うございます。本書類では UR 本体に搭載されている DSP で Guitar Amp 

Classics をご使用いただく場合の注意点につきまして記載しております。 

ファームウェアバージョン 2 をダウンロードしてアップデートしてください 

Gutar Amp Classics をご使用するにはファームウェアをバージョン 2 にする必要がございます。下記手順でドライバーとファームウェアをア

ップデートしてください。 

 

1. 下記より、「TOOLS for URxxx V2.x.x」と「URxxx ファームウェアアップデート V2.xx」をダウンロードしてください。 

ダウンロード場所：http://japan.steinberg.net/nc/jp/support/downloads.html 

 

2. ダウンロードした「TOOLS for URxxx V2.x.x」内の「InstallationGuide」フォルダ内にある「InstallationGuide_ja.pdf」を参照し

Tools for UR をインストールしてください。 

 

3. Tools for URxxx のインストールが完了しましたら、ダウンロードした「URxxx ファームウェアアップデート V2.xx」内にある

「UpdateGuide.pdf」を参照し UR のファームウェアをバージョン 2 へアップデートしてください。 

 

 

Cubase で Guitar Amp Classics（DSP 版）を起動するまでの手順につきまして 
Cubase で Guitar Amp Classics（DSP 版）を使用する場合は、モノラルの入力チャンネルを作成する必要がございます。下記手順に従って

ください。 

1. Cubase を起動してください。 

 

2. Cubase が UR44 のドライバーを認識しているか確認します。 

Cubase の「デバイス」メニューから「デバイス設定」を選択

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「デバイス設定」画面左の「オーディオシステム」をクリック

して、「ASIO ドライバー」が「Yamaha Steinberg USB ASIO」

（Windows）または「Steinberg URxxx」（Mac）となって

いることをご確認ください。 

 

「OK」ボタンをクリックして「デバイス設定」画面を閉じて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. モノラルの入力バスを作成します。 

Cubase の「デバイス」メニューから「VST コネクション」

を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示された「VST コネクション」画面の「入力」タブをクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

「VST コネクション」画面に「Stereo In」がありましたら右

クリックして表示されるポップアップメニューから「バス

“Stereo”を削除」を選択して削除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「VST コネクション」画面の上部にある「バスを追加」ボタン

をクリックしてください。 

 

 

 

 

表示される「入力バスを追加」画面の「数」を「2」に設定し、

「構成」を「Mono」に設定して、「バスを追加」ボタンをクリ

ックしてください。 

（入力バスは必要な数だけ作成してください） 

 

 

 

 

「デバイス」メニューから

「デバイス設定」を選択 

「ASIO ドライバー」が

「 Yamaha Steinberg 

USB ASIO」（Windows）

ま た は 「 Steinberg 

URxxx」（Mac）となって

いることを確認。設定が異

なる場合、ここをクリック

して表示されるプルダウ

ンメニューから「Yamaha 

Steinberg USB ASIO 」

（ Windows ） ま た は

「 Steinberg URxxx 」

（Mac）を選択 

確認が終了したら「OK」

ボタンをクリックして画

面を閉じる 

「 デ バ イ ス 」 メ ニ ュ ー か ら

「VST コネクション」を選択 

「VST コネクション」画面の

「入力」タブをクリック 

…「Stereo In」を右クリックし

て表示されるポップアップメニ

ューから「バス“Stereo”を削

除」を選択して削除 

「Stereo In」があった場合… 

「数」を「2」に設定し、「構成」

を「Mono」に設定して… 

…「バスを追加」ボタン

をクリック 

「バスを追加」ボタンをクリック 

 



 Guitar Amp Classics（DSP 版）をご使用する際の注意点 URGACDSP_140211 

モノラルの入力バスが 2 つ追加されましたら、「デバイスポー

ト欄」がそれぞれ「URxxx Input1」「URxxx Input 2」とな

っていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

4. 入力チャンネルで Guitar Amp Classics を起動します。 

Cubase の「デバイス（Devices）」メニューから「MixConsole」

を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示される「Mixconsole」画面の上部にある「ラック」ボタン

をクリックして表示されるプルダウンメニューで「ハードウェ

ア」をクリックしてオンにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

チャンネルラックに追加された「HARDWARE」をクリックし

てラックを開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

チャンネルの横幅が狭くて、チャンネルの全ての設定が表示さ

れていない場合は、コンピューターキーボードの[H]キーを押

して横幅を拡大してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インサートエフェクト設定の変更」をクリックして、インサ

ートエフェクトをオンにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インサートエフェクト」をクリックして表示されるプルダウ

ンメニューから「Clean」「Crunch」「Lead」「Drive」のいず

れかを選んでください。「e」ボタンをクリックすると Guitar 

Amp Classics の設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「デバイス（Devices）」メニューから

「MixConsole」を選択 

「HARDWARE」をクリック 

ここをクリックして表示さ

れるプルダウンメニューか

らエフェクトを選択 

「e」ボタンをクリックする

と設定画面が表示される 

「インサートエフェクト設

定の変更」をクリックして、

インサートエフェクトをオ

ンにする 

ここに「インサートエフェクト設定の

変更」スイッチが表示されていない場

合、コンピューターキーボードの[H]

キーを押して横幅を拡大してスイッチ

を表示する。逆に、幅を縮小する場合

は[G]キーを押す 

コンピューターキーボードの[H]キー

を押しても横幅が拡大されない場合、

このタイトルバーをクリックした後、

もう一度[H]キーを押す。 

横幅が拡大され「インサートエフェク

ト設定の変更」スイッチが表示されて

いる状態 

「ラック」ボタンを

クリック… 

…表示されるプルダウンメ

ニューで「ハードウェア」

をクリックしてオンにする 

○・・・オフ 

●・・・オン 

「URxxx Input1」「URxxx 

Input 2」となっていること

を確認。異なったポートに

なっている場合はここをク

リックして表示されるプル

ダウンメニューから選択 
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